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八中1年第1回学年全体人権学習：10月5日
テーマ「生きることとは」

先週５日，これまでの学習(戦争，「あなたはひか

り」，「いのちって何だろう」，「決断！骨髄バンク移

植第一号」，性教育)を通して，１年生みんなで「命」

について考えました。テーマは，「生きることとは」。

１．これまでの学習でどんなことを学び，考え，

感じましたか。

２．資料に重ね合わせて，みなさんはこれまでど

んな苦労や悩み，またよろこびがありましたか。

といった発問について，みんなで考えてきたことを語

り合いましたが，45分間がアッという間でした。もっ

と時間がほしいくらいでした。

20人を超える人が発表をしてくれましたが，その内

容も様々で，考えさせられるものも多くありました。

今回はその中からいくつかをピックアップして，改

めて考えてみたいと思います。

私は自分のことなんですけど，誰かに大丈夫だよ

とか，落ち込んでる子たちに言ったりとかするんです

けど，そのときに何が大丈夫なのかっていうふうに訊

かれたことがあって，本当にそうだと思って，ちょっと

無責任なことを言ったりしてるっていうのが，ちょっと

悩みかなっていうふうに思っています。 ２組OB

ステキな感性をしていると思います。

「当たり・はずれ」はあるものの，「あれっ？大丈

夫かな？」と感じる感性は大切です。そのうえに，声

をかけられる行動力はなお大切です。

「当たり・はずれ」はあるもの。くじけず，そんな

細やかな感性を大切にしてください。

僕の悩みは，大場さんが授業中に静かにしてって

言うんですけど，僕もたまになんですけど聞けないと

きがあって，それが悩みかなって思います。

２組KN

頑張りがちゃんと「響いている」ということがよく

分かって，いいなぁと思います。

一人で頑張れる人もいる。けど，なかなかみんなが

そういうわけにはいかない。やっぱり，一人だと挫け

てしまうことがあります。でも，そこに共に頑張って

くれる仲間の存在を感じられれば…。

長距離走，好きな人もいるでしょうが，嫌いな人は

多いと思います。不思議なのですが，何人かと走ると，

一人で走ったときより苦しくないし，長く走れたりす

る。そんな経験ありませんか？

一人で走っていても，「ガンバレー！」って応援し

てくれる人がいると，なぜか頑張れたりする。そんな

経験ありませんか？

一人でも頑張れる人もいるでしょう。でも，なかな

か一人では頑張りきれないものです。そんなときに仲

間の存在を感じられれば，続けられたりします。

なぜでしょう。

それは，共に頑張っていると思える仲間とつながっ

た，細くても強い糸が，自分をグイッと引っ張ってく

れるから。その糸は目には見えません。けど，確かに

あります。

私も今回，授業をしていて，発表してくれるみなさ

んと，そんな糸がつながったような気がしました。

静かにすることも，もちろん思いに応えることです

が，一緒に「静かにしてください」と言える仲間にな

ることを，やってみませんか。

僕の友達で，家のお母さんに死ねって言ってる子

をたまに見かけたんですけど，そのことを考えると，

もしお母さんが本当に死んでしまったときに，ご飯も

作ってくれないし家事もしてくれないし，お風呂もつく

れないし，電気代とか水道代とか生活代も払ってくれ

ているのに，そんな大事な人に死ねって言うのはい

けないので，言葉の重さを感じるべきだと思いまし

た。 １組MO

この発言には，グッときました。

200人もいれば，いろんな家庭の形があります。何

かの事情でお母さんがいない人は，この発言をどう聞

いたでしょう。想像してみてください。

どんないきさつがあって，「死ね」という言葉が出

たのか分かりませんが，立ち止まって考えたいもので

す。

両親がいるのが当たり前の家庭もあれば，いても何

かの都合で，なかなか顔を合わせられない家庭もあり

ます。お母さんがいない，お父さんがいない，両親と

一緒に暮らせない人もいます。今ある生活が当たり前

だと思い，ついつい甘えたことを言ってしまう自分が

います。でも，決して当たり前じゃない。

当たり前は，何かの拍子でいつ失われるかもしれま

せん。その時に悔やんでも，取り返すことはできませ

ん。

甘えたい気持ちも分からないではありませんが，や

はり，口にしていい言葉かどうかを，冷静に考えたい

ものです。みんな，それぞれが考えてみてください。

ちょっと悩んでることなんですけど，クラスとか学

校とかで，バカとかアホとか，ちょっと頭おかしいん

違うとか，冗談で言ってる人が見受けられるんです



けど，それって冗談でも本当に言っていいことなんか

なってずっと思ってます。 ４組HS

＊

さっきHさんが言ってくれたことに似てるんですけ

ど，教室で休み時間とかに死ねとかそういう暴言が

聞こえたりするんですけど，そういう暴言とかが耳に

入ってくると，命をそんなに軽々しく扱っていいのか

なって思います。そういう冗談のつもりで言った暴言

などで傷つく人もいるので気をつけた方がいいと思

いました。 ４組SO

＊

私もクラスでバカ，アホとか言う人が何人かいま

す。でも１組では先生や周りの人が，言われん，や，

言ったらアカンよ，と言っている人が少しだけいま

す。その人を増やしていきたいです。 １組KK

＊

バカとかアホとか，ほんなん言よって，言われた人

も，あはは何，って笑いよるけど，心の奥では傷つい

てると思いました。 １組KY

いつも使っている言葉が，日常生活の中で出てくる

のでしょうね。

言葉とは，その言葉を覚えたり，使ったりする環境

があれば，当たり前に使ってしまいます。それは仕方

ないことかもしれませんが，使いどころを間違うと，

周りを嫌な気持ちにさせてしまいます。

それに，言われた相手だけでなく，関係のない，周

りで聞いていた人までも嫌な気持ちになったりしま

す。

ところが，一般的に嫌な気持ちにさせる言葉でも，

その言葉の中に「愛」が感じられれば，微笑ましく思

えることがあります。つまり，大切なのは，互いの間

がどんな感情でつながっているか，ではないでしょう

か。

その一方で，次のような発言もありました。

自分とか他の人がケガしたときに，周りの人とか

が心配してくれるんで，そういう人が増えたら，互い

の絆も深められるんじゃないかと思います。３組MY

＊

レディに視覚障害者の人がいて，レディに点字ブ

ロックがないので，その人が困っていました。でも誰

も助けなかったので，僕が店員さんに言うとありがと

うと言ってくれた。その時僕は困っている人がいたら

助けようと思った。まだ何にもできないけど，一人一

人の命を救っていこうと思う。その時の自分がスカッ

として嬉しかった。 ６組FT

＊

先ほど店員さんに声をかけたっていうこと，すごく

素晴らしいと思いました。命を救っていきたいって言

えることは素晴らしいと思うけど，私は他の人の命は

そんなに簡単に救えるものではないと思っているの

で，ちょっとでもいいことを重ねていけたらなと思いま

した。 ４組HS

＊

僕のクラスでは物が多いときに配る人が，ボラン

ティアで配る人が多くて，いいクラスに近づけてるな

と思いました。 ２組KN

苦労や悩みにばかり目がいくと，ネガティブになっ

てしまいます。決してそんなことばかりじゃない。そ

れぞれのクラスに，それぞれの良さもあるはずです。

そんな面が，他のクラスに伝染していくといいですね。

この前の部活の練習のときに，とある友達が練習

態度で先生に呼ばれていたことがあったんですけ

ど，その時にその友達が練習中にたまに私にちょっ

かいを出したみたいで，私的にはそんなに気にして

なかったんですけど，その子は結構気にしてたみた

いで，その先生にそのことを言って，私もそこに行っ

て，その友達が自分から言ったことを先生に聞いた

ときは，私的にも正直すごく嬉しかったし，その子が

すごく立派に見えて，そういう人が増えていったらも

っといい学年ができあがると思いました。１組ED

自分を偽らず，「すぐに，その場で，スナオに」言

う。いじめや差別をなくしていく基本中の基本です。

ケンカをするのではなく，おかしいと思ったことを，

スナオにおかしいと言い合える関係を，日ごろから，

自分から作っていくことです。

私の個人的な悩みなんですけど，私が落ち込んで

いたりするときに，他の子，周りの子たちは，大丈

夫？とか，話聞こうか？とか言ってきてくれたりする

ときがあるんですけど，人に心配をかけたくないとい

う思いが私自身強いので，大丈夫と断ってしまうこと

があるんですけど，そういうときはどうすればいいん

ですか。 ４組UM

最後の発言，本当はみなさんに答えてもらえたら良

かったのですが，時間がなく私からお話をしてしまい

ました。でも本当は，みんなが互いに言葉を返しなが

ら，考えを深めていくのが理想です。それはまた次の

お楽しみに。

今回の最後に，届いてきた感想を紹介します。

みなさん自身のこと，自分自身のことを語り合い，

互いの本当の思いを知り合うことが，人権学習のよろ

こびです。次回，いつになるか分かりませんが，また

みんなで語り合いたいですね。

人権についていろんな意見があってすごいと思っ

た。自分が思っていたより悩みを持っている人が多

かった。人権や悩みについて発表できなかった。発

表できなかったのは勇気が無かったから。学年集会

があるごとに発表しようと思っているけど，やっぱり

発表できない。次は絶対に発表する。

吉成先生の言うことはすごいし説得力がある。こう

いう人権集会はみんなの意見が聞けるからいいと思

った。でも聞くからには自分の意見を言わないといけ

ないと思った。だからもっと頑張ろうと思った。

１組KT


